
令和４年度第３回本庄市総合教育会議 次第 

 
   日 時：令和４年９月２９日（木） 

   午後１時３０分～       
     場 所：本庄市役所 職員厚生室  

 
 
 
１．開  会  
 
 
２．市長挨拶  
 
 
３．教育長挨拶  
 

 

４．議  題 

 

（１）次期教育大綱（案）について（協議）      資料１－１ 

資料１－２ 

 

 

 

 

 

（２）部活動の地域移行について（意見交換）     資料２－１ 

資料２－２ 

資料２－３ 

 

 

 

 

 

５．そ の 他 

 

 

６．閉  会  
 
 
                                                                 
【配布資料】  
資料 1-1：次期本庄市教育大綱（案）  
資料 1-2：本庄市教育大綱  
資料 2-1：本庄市立中学校 部活動の地域移行について  
    2-2：中学校部活動（スポーツ活動）の地域移行に係る地域スポーツ団体の現状  

と課題  
2-3：中学校部活動（文化部活動）の地域移行について  

参考資料：本庄市総合教育会議運営要綱  
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     令和４年度総合教育会議資料 

 

 

 

 

本庄市教育大綱（案） 
【令和５年度(２０２３年度)～令和９年度(２０２７年度)】 

 

基本理念 

 

世のため、後のための教育 
 

～未来を拓く人を育み、 

歴史と文化の薫るまち～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１－１ 

本市は、江戸時代の盲目の国学者である塙保己一

生誕の地です。 

本市の教育は、塙保己一の遺したことば「世のた

め、後のため」の理念のもと、自ら未来を切り拓く

ことのできる人材を育成します。 
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基本方針 
 

１ 確かな学力と自立する力の育成 

 

 

 

 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

３ 教育環境の整備 

 

 

 

 

４ 生涯学習の活発化 

 

 

 

 

５ 文化財の保護と活用の推進 

 

 

 

 

６ 生涯スポーツ・レクリエーションの促進 

 

 

 

 

変化の激しい時代において、子どもたちが夢や志を持ち、主体的に判断し、多様な人々と協働しながら豊

かな人生を切り拓いていけるよう、確かな学力と自立する力を学校・地域がともに力を合わせ育成します。 

互いの生命と人権を尊重し、他者を思いやる心や感動する心を育むとともに、運動に親しみ体力の向上に

取り組む、心身ともに健やかな子どもたちを育成します。 

子どもたちにとって健やかな学習空間を実現するため、学校支援体制の強化や学校施設の計画的整備な

ど、新しい時代の学びに対応した教育環境の整備を推進します。 

長い歴史と伝統を持つ本市の貴重な財産である文化財を地域社会総がかりで適切に保護し、未来へと継

承しつつ、これらを学び親しみ、また市内外にその魅力を広く発信していくとともに一層の有効活用を図りま

す。 

市民がいつまでも心身ともに健康で生きがいを持って暮らせるよう、「市民一人１スポーツ」を目標として、誰

もがスポーツ・レクリエーションに親しめる環境づくりを図ります。 

誰もが豊かで充実した人生を送れるよう、多様なニーズに対応した学びや交流の機会を充実させ、生涯学

習と芸術文化活動の活発化を推進します。また、次代を担う子どもたちを地域で守り育てるための支援と充

実を図ります。 
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     令和４年度総合教育会議資料 

 

 

 

 

本庄市教育大綱 
【平成３０年度（２０１８年度）～平成３４年度（２０２２年度）】 

 

基本理念 

 

世のため、後のための教育 
 

～未来を拓く人を育み、 

歴史と文化の薫るまち～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本市は、江戸時代の盲目の国学者である塙保己一

生誕の地です。 

本市の教育は、塙保己一の遺したことば「世のた

め、後のため」の理念のもと、自ら未来を切り拓く

ことのできる人材を育成します。 

資料１－２ 
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基本方針 
 

１ 確かな学力と自立する力の育成 

 

 

 

 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

３ 教育環境の整備 

 

 

 

 

４ 生涯学習の活発化 

 

 

 

 

５ 文化財の保護と活用の推進 

 

 

 

 

６ 生涯スポーツ・レクリエーションの促進 

 

変化の激しい時代において、子どもたちが夢や志を持ち、主体的・意欲的に自ら人生を切り拓いていけるよ

う、確かな学力と自立する力を学校・家庭・地域がともに力を合わせ育成します。 

互いの生命と人権を尊重し、他者を思いやる心や感動する心を育むとともに、運動に親しみ体力の向上に

取り組む、心身ともに健やかな子どもたちを育成します。 

子どもたちが快適かつ安心して学習に取り組めるよう、学校支援体制の強化や学校施設の計画的整備、教

育機器の充実などの教育環境の整備を推進します。 

長い歴史と伝統を持つ本市の貴重な財産である文化財を適切に保護し、未来へと継承しつつ、これらを学

び親しみ、また市内外にその魅力を広く発信していくとともに一層の有効活用を図ります。 

市民がいつまでも心身ともに健康で生きがいを持って暮らせるよう、「市民一人１スポーツ」を目標として、誰

もがスポーツ・レクリエーションに親しめる環境づくりを図ります。 

誰もが豊かで充実した人生を送れるよう、多様なニーズに対応した学びの場の提供と情報発信を行うととも

に、学びの成果を発揮できる機会の創出を図ることで、生涯学習と芸術文化活動の活発化を推進します。 



〜本庄市⽴中学校 部活動の地域移⾏について〜

・部活動は、教科学習とは異なる集団での活動を通じた⼈間形成の機会や、多様な⽣徒が活躍できる場である。
・⼀⽅、これまでの部活動は教師による献⾝的な勤務の下で成り⽴ってきたが、休⽇を含め、⻑時間勤務の要因であることや、
 指導経験のない教師にとって多大な負担であるとともに、⽣徒にとっては望ましい指導を受けられない場合が⽣じる。
・中教審答申や給特法の国会審議において「部活動を学校単位から地域単位とする」旨が指摘されている。

学校の働き⽅改⾰を踏まえた部活動改⾰について（令和２年９⽉⽂部科学省）部活動の意義と課題

持続可能な部活動と教師の負担軽減の両⽅を実現できる改⾰が必要

【現在】学校の管理下（４中学校で６１部）
指導者︓ 部活動顧問  部活動指導員   外部指導者
      （教員） （会計年度任⽤職員）（ボランティア）

平日 休日（土日祝）

・２時間程度
・休養⽇（１⽇）
・活動場所は学校

・３時間程度
 （試合や練習試合の場合は１⽇もある）
・土⽇どちらか１⽇の活動
・活動場所は学校または校外

移⾏期間はＲ５〜Ｒ７
・実施主体
・指導者（量と質）
・平⽇と休⽇の連携協⼒体制
・費⽤負担の在り⽅（会費・保険）
・活動場所
・大会の在り⽅
・関連諸制度等との関連
・周知について   など

【課題】

現状と課題を整理し、本庄市の実情にあった⽅策で部活動の最適化を進めていく
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 資料２－１ 
令和４年度総合教育会議資料
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令和４年度本庄市部活動一覧（９月１日現在）（中学１・２年生）

No. 競技名 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

1 野球 3 13 8 14 3

2 サッカー 5 23 1 39 16

3 陸上 25 14 16 16 22 12 11 10

4 男子バスケ 22 8 13 10

5 女子バスケ 7 5 12 16

6 男子卓球 12 19 18 15

7 女子卓球 4 12 34 18

8 男子ソフトテニス 23 10 29 14

9 女子ソフトテニス 15 19 18 12

10 男子バレー 18

11 女子バレー 12 13 35 18

12 体操 6 15 4 12

13 柔道 6 5 7 8 3

14 剣道 5 2 3 4 4 6

15 吹奏楽 3 15 3 14 4 31 1 13

16 美術（芸術） 3 23 1 15 7 27 10 11

17 技術（パソコン） 20 12 8 5 26 10 19 14

127 109 104 104 183 200 140 130

本庄東中学校（１５部） 本庄西中学校（１４部） 本庄南中学校（１６部） 児玉中学校（１６部）

部活動加入人数（男女別合計）

部活動加入人数（合計） 236 208 383 270

無所属人数（合計） 34 19 36 45

生徒数（中学１・２年生） 270 227 419 315

加入率(%) 87.41 91.63 91.41 85.71
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中学校部活動（スポーツ活動）の地域移行に係る 

地域スポーツ団体の現状と課題 

         

１．本庄市スポーツ少年団本部（３０団） 
・学校の方針を確認した後、指導者派遣及び生徒受け入れの対応について検討

したいと考えます。 

・現状では指導者の派遣は困難ですが、生徒がスポーツ少年団に加入する場合

は、受け入れ可能です。 

※サッカー８団、野球５団、剣道２団、柔道２団、空手道１団、ミニバスケッ

ト６団、バドミントン１団、少林寺拳法１団、体操２団、ドッジボール１団、

バレーボール１団 

 

２．本庄市スポーツ協会（加盟数：２１競技団体） 
 ・各スポーツ競技団体の対応については、指導者の派遣が可能な団体が９団体、

生徒の受け入れが可能な団体が７団体あります。 

・顧問との指導方法の調整、会費の請求（スポーツ団体から保護者への請求）、

スポーツ団体に対しては、指導者への報酬、活動に係る保険の加入、活動場

所の確保のほか、指導者の不足及び高齢化などが課題となります。 

 ※スキー連盟、陸上競技協会、剣道連盟、弓道連盟、野球連盟、バスケットボ

ール協会、ソフトテニス連盟、市民ゴルフクラブ、サッカー協会、バレーボ

ール連盟、空手道連盟、ソフトボール協会、卓球連盟、バドミントン協会、

テニス協会、少林寺拳法連盟、太極拳連盟、レスリング協会、体操協会、柔

道協会、エアロビック連盟 

 

３．総合型地域スポーツクラブ（特定非営利活動法人神流川スポーツクラブ） 
 ・サッカー、ベリーダンス、空手、フラメンコ、ズンバダンスの教室を定期開

催しています。部活動の地域移行に対応する競技種目については、指導者の

確保を含め、今後広く検討したいと考えます。 

 

資料２－２ 
令和４年度総合教育会議資料 



中学校部活動（文化部活動）の地域移行について 

         

文化部活動の地域移行の「受け皿」として、地域の文化芸術団体として公民

館で活動している団体の構成員等が外部指導者となることなどが考えられま

す。また、活動場所としては、公民館などが考えられます。 

         

１．文化芸術団体の公民館活動状況 

・本庄市文化団体連合会２５団体、公民館定期利用団体２６１団体（のうち

９団体本庄市文化団体連合会へ加盟）の多種多様な団体が公民館を利用し

活動しています。 

・各団体の構成員の年齢層は、高齢層を主体とするものが多くなっています。

また、それぞれの団体の活動の趣旨は「趣味を同じくする同好の志が集い

楽しむ場」としての活動となっている傾向が窺えます。 

・多くの団体が、指導者から指導を受け、技術を習得・向上させるための集

いではなく、各地域住民の交流の場として集まり活動しており、指導者と

して必要な資格を有している方や、新たに資格を取得しようとする方は少

ない状況です。 

・各団体の指導的役割を担う構成員を含め、団体構成員は高齢化傾向となっ

ています。このため、団体構成員の中から資格を有した質の高い指導者を

継続的に確保することは難しいと考えられます。 

         

２．部活動の活動場所の確保 

・部活動の活動場所として、公民館が想定されますが、部活動の内容によっ

ては機材等の搬出入、また、生徒の移動に伴う安全確保などの問題が考え

られます。このため、活動場所は学校施設を利用する部活動が多いと考え

られます。 

         

３．公民館活動と部活動の地域移行について 

・このような状況から、移行先を公民館活動団体とすることは、現状では困

難と考えられますが、今後も国県の動向を注視し、調査研究していきます。 

 

資料２－３ 
令和４年度総合教育会議資料 



○本庄市総合教育会議運営要綱

平成27年11月16日

告示第435号

(趣旨)

第1条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和31年法律第162号)第1条の4の規定に基づき、本庄市総合

教育会議(以下「会議」という。)の運営に関し必要な事項を定めるものとする。

(所掌事務)

第2条 会議は、次に掲げる事項の協議及び調整を行う。

(1) 市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱の策定に関する協議

(2) 教育を行うための諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振興を図るため重点的に講ずべき

施策

(3) 児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じ、又はまさに被害が生ずるおそれがあると見込まれる場合等の緊急の

場合に講ずべき措置

(構成員)

第3条 会議は、市長及び教育委員会をもって構成する。

(会議)

第4条 会議は、市長が招集し、会議の議長となる。

2 教育委員会は、その権限に属する事務に関して協議する必要があると思料するときは、市長に対し、協議すべき具体的事

項を示して、会議の招集を求めることができる。

(意見の聴取)

第5条 会議は、第2条の協議を行うに当たって必要があると認めるときは、関係者又は学識経験を有する者から、当該協議に

関する意見を聴くことができる。

(会議の公開)

第6条 会議は、公開とする。ただし、個人の秘密を保つため必要があると認めるとき、又は会議の公正が害されるおそれが

あると認めるときその他公益上必要があると認めるときは、非公開とすることができる。

(会議録の作成及び公表)

第7条 市長は、議事のほか次に掲げる事項を記載した会議録を会議の終了後遅滞なく作成し、前条ただし書の規定により会

議を非公開とした部分を除き、これを公表するものとする。

(1) 開会及び閉会に関する事項並びにその日時

(2) 出席者及び欠席者の職及び氏名

(3) 議題及び配布資料

(4) その他市長が必要と認めた事項

2 会議録には、市長及び市長が指名する1人の構成員が署名するものとする。

(調整結果の尊重)

第8条 会議においてその構成員の事務の調整が行われた事項については、当該構成員は、その調査の結果を尊重しなければ

ならない。

(傍聴の手続)

第9条 会議を傍聴しようとする者は、自己の氏名及び住所を傍聴人受付簿に記入し、係員の指示に従って傍聴席に入らなけ

ればならない。

(傍聴できない者)

第10条 次の各号のいずれかに該当すると認められる者は、会議を傍聴することができない。

(1) 酒気を帯びていると認められる者

(2) 会議の妨害となると認められる器物等を携帯している者

(3) その他市長が傍聴を不適当と認める者

(傍聴の制限)

第11条 市長は、傍聴席が満員となったときその他必要があるときは、会議の傍聴を制限し、又は拒絶することができる。

(傍聴人の禁止行為)

第12条 傍聴人は、次に掲げる行為をしてはならない。

(1) みだりに傍聴席を離れること。

(2) 私語、談話、拍手等をすること。

(3) 議事に批評を加え、又は賛否を表明すること。

(4) 飲食又は喫煙をすること。

(5) 帽子、襟巻又は外とう類を着用すること。

(6) 写真、ビデオ等を撮影し、又は録音等をすること。ただし、特に市長の許可を得た者は、この限りでない。

(7) その他会議の妨害となるような挙動をすること。

(傍聴人の退場)

第13条 傍聴人は、市長が傍聴を禁じたとき、又は傍聴人の退場を命じたときは、速やかに退場しなければならない。

(庶務)

第14条 会議の庶務は、企画財政部企画課において処理する。

(その他)

第15条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、市長が会議に諮って定める。

附 則

この告示は、公示の日から施行する。
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